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1 は じ め に

本県におけるタラノキ栽培は,昭和40年代に山野の自生

株を採取して促成する方式で拡大し,昭和50年代以降は主

産地となっている。

栽培方法は,昭和50年代後半以降に,側芽を活用した促

成栽培 (露地で栽培したタラノキを落葉後に切り出してハ

ウス等の促成室で萌芽させる栽培方法)が主体になり,穂

木 (栽培されたタラノキの当該年度に伸長 した主茎),と

種根 (タ ラノキの増殖用の根。通常は前年に伸長した根を

用いる。)を用いた増殖並びに促成方法を,普及センター

等の指導により組み立てた。また,収量性が高く,品質の

優れた品種及び系統が導入されるようになってきている。

平成10年 6月 に種苗登録されたタラノキ新品種である

`あやの'と 従来の主力品種である `蔵王 2号'及び
.新
駒'

との諸特性の比較調査を実施したので報告する。

2試 験 方 法

特性調査は,慣行栽培に準じ,穂本の栽培は現地山形県

真室川町で,根伏せ法 (種根を用い,不定芽によリタラノ

キを増殖する方法)に より植栽を行い,各品種 1区 10株 ,

2反復で実施した。促成栽培の調査は,現地山形県新庄市

で, 1区穂木 5本 ,2反復とし,駒木 (促成のため, 1～
2節に切断した穂木)に調製し1芽挿しで行った。栽培概

要は以 下のとおりである。

(1)穂木の栽培

・栽植期日  平成 4年 4月
・植付方法  本畑直接,黒ポリマルチ栽培
・栽植距離  うね幅 2■ ,株間90(556株 /10a)
・仕立方法  2本仕立
2)促成方法
・穂木の収穫期日 平成 6年 11月 24日

・促成時期  平成 6年 11月 26日～ (あやの,新駒の体
眠期)

・加温方法  電熱線空中配線 (200W/1Nl)に よるト
ンネル密閉方式

・温度管理 20-15℃～13-8℃

3 試験結果及び考察

(1)生育特性

生育は,`あやの'が最もr■盛であり,樹高で310,樹径

で408mであつた (表 1)。

表 1 穂木の生育特性 (199410調査)

品種名 長 さ 節数    樹径

の

号

駒

ゃ
王
あ
蔵
新

cl     節     皿
348        408
292       292
31 6        350

注 1)長 さは地上部の高さ
2)樹径は第10節間の太さ

観察による側芽の大きさは,`あやの'は `蔵王27よ
り大きく `新駒・ より小さかった。葉の形状は,`あ やの '

は `蔵王 2号 'と 同じで大きく,`新駒'は小さかった。複

葉数は,`あやの'は `蔵王 2号
.に
比較して少なく,小葉

数についても同様な傾向があった (表 3)。

落葉割合は,`あ やの'は `蔵王 2号 '及び `新駒'に比

較して高く,落葉が早かった。落葉期については,`あ や

の'は 10月 第 5半旬,`蔵王 2号 'は 11月 第 1半旬,`新駒 '

は10月 第 6半旬であると推察された (表 2)。

表 2 落葉特性 (19941011調査)

品種名 落葉数 落葉比率 落葉期

枚

あ や  の   138
蔵 王 2号   82

%
397
28 1

月 半句
105
111

新    駒   90    285   _106
注 1)落葉比率は節数 (全葉数)に対する比率
2)落葉期は全ての葉が落葉又は枯死した時期

総じて,`あ やの'は穂木の生育が極めて旺盛であり,落

葉期及び休眠開始期が `蔵王 2号 '及び `新駒 'に比較 し

て早いことから,年内の促成にしており,実用性が高い品

種であると考えられた。

② 収量及び品質特性
駒木は,`あ やの'が '蔵12号 '及び

.新
駒'に比較し

て大きかった。また,収穫までの日数は,`新駒'が早く,
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表3 その他の諸特性 (1994,1995調査)

早

中

早

中

強

中

弱
の
自万
や
コ
あ

蔵

駒新

41   やや多
29        中
35   極少 大       中

85      33        本底

`〉78      30        本懸

`>65   32    少

の
号や″

あ

蔵
110

104

60

46
52
40

928
1216
688

長

中

短

やや易

中
やや易

やや淡緑
緑

緑新 駒  114
注 表中の数値以外は、品種特性表 (種苗法)に準じる。

表4 駒木と収量 (調査時期 199412)

品 種 名  重量  高さ  直径   本数   督
穫まで

幾  全重   個数  平均重   
仮収量

g mm mm個 /穂木  日 g tt gセ /10a
あ や の  7119  886  358   274
蔵王 2号   493  834  314   230
新  駒  529  863  286   262

282   1,5163 137      11 0       256

289     8198      115 7 1      139
267   1,481 0       131      11 3       252

注 1)促成芽の全重及び個数は穂木 5本当たりの数値
2)駒木は穂木を慣行法により1芽に調製した。
3)仮収量は10a当たりの穂木の本数を850本 (556株/10a× 2本/株 X077)と した。
4)促成日数は,休眠期の栽培条件下のデータ

表5 階級別収量と品質

%%%% %

`5 

式' 0)   24 1     628    109      2 2      95 6
蔵王 2号  09  839  287  365  965
新  駒  328  512  137  23  885
注 1)階級 1最上地域統一出荷規格 2L:13g以上 ,
L:8g以 上13g未満,M16g以 上 8g未満,
S:6g未 満
2)A品率 :最上地域統一出荷規格により,品質が
優れるものをA品とした。

次いで `あやの `蔵王 2号 'の 1煩であった。たらの芽の

平均重量は,`あやの'及び `新駒'が大きく,次いで `蔵

王 2号'であった。仮収量 (穂木の収量を850本/10aと
した場合)は ,`あ やの'及び `新駒'が多く,約250/10a

で,`蔵王 2号'は約135/10aで あった (表 4)。

階級別収量 (最上地域統一出荷規格による)は , あやの'

及び `新駒'の L品率が高かった。`新駒
.は
葉しょうの奇

形が多く,A品率 (最上地域統一出荷規格による)はやや

低下した (表 5)。

以上のことから,`あやの'は ,蔵王 2号に比較 して促成

芽の葉色がやや淡いが収量が高いこと,`新駒 'に比較 し

て収量は同等であるが促成芽の葉鞘が長く毛茸が少ないこ

とから普及性が高いものと考えられた。

階級別収穫本数
品種名 A品率2L

4 ま

平成10年に種苗登録したタラノキ新品種 `あやの'の特

性を現地で調査した。

その結果,`あやの'は ,穂木の生育が極めて良く,収量

性は極めて高かった。市場性も高く,本県で有望な品種で

あると考えられた。

`あやの'の諸特性を他品種及び系統と比較した結果 ,

`新駒'と の比較では,草丈が高く,茎の東1が多く,茎の側

芽の発達が劣り,葉の紅葉の時期が早く,促成芽の葉鞘が

長く,毛茸が少ない。
.蔵
王 2号 'と 比較すると、草丈が高

く,茎の側芽の発達が良好で,複葉の数が少なく,落業の

時期は早 t、 促成に関する形質では,萌芽が容易で,促成

芽の葉鞘が長いこと等の特性を有する。
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